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栃
木
・樺
崎
寺
跡

所
在
地

調
査
期
間

発
掘
機
関

調
査
担
当
者

遺
跡
の
種
類

遺
跡
の
年
代

か
ば
さ
き
で
ら

栃
木
県
足
利
市
樺
崎
町

一　
第

一
六
次
調
査
　
一
九
九
九
年

（平
１１
）
六
月
―

一

〇
月
、
二
　
記
念
物
保
存
修
理
事
業
第

一
年
次
　
一
一〇
〇

一
年
七
月
１
二
〇
〇
二
年
三
月
、
三
　
記
念
物
保
存
修
理

事
業
第
二
年
次
　
一
一〇
〇
二
年
七
月
１
二
〇
〇
三
年
三
月

足
利
市
教
育
委
員
会
文
化
課

足
立
佳
代

寺
院
跡

鎌
倉
時
代
―
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

樺
崎
寺
跡
は
足
利
市
街
地
の

北
東
約
四

・
五
血
に
位
置
し
、

利

樺
崎
川
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
小

靭

支
谷
に
入
幡
山
を
背
に
東
面
す

桐

る
堂
宇
が
展
開
す
る
、
足
利
氏

林
　
の氏
寺
、
廟
所
跡
で
あ
る
。
樺

く

崎
寺
は
源
姓
足
利
氏
二
代
目
の

足
利
義
兼
が
文
治
五
年

（
一
一
八
九
）
の
奥
州
合
戦
の
戦
勝
祈
願
の
た
め
に
創

建
し
た
と
さ
れ
、
こ
の
こ
ろ
に
最
初
の
堂
舎
が
建
立
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

樺
崎
人
幡
宮
本
殿
の
南
東
前
面
に
は
、
中
島
と
立
石
景
石
を
も
つ
東
西
約
七

〇
ｍ
南
北
約

一
五
〇
ｍ
の
浄
土
庭
園
が
営
ま
れ
た
。

発
掘
調
査
は

一
九
人
四
年
度
よ
り
継
続
し
て
実
施
さ
れ
、
人
幡
山
山
麓
の
堂

塔
跡
や
浄
土
庭
園
跡
、
僧
坊
跡
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
二
〇
〇

一
年

一
月
に
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
園
池
は
大
き
く
四
期
の
変
遷
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
る

（第
一
期
は
創
建
期
―
鎌
倉
時
代
、
第
二
期
は
鎌
倉
時
代
―
南
北
朝
時
代
、
第

三
期
は
南
北
朝
時
代
―
江
戸
時
代
、
第
四
期
は
江
戸
時
代
―
明
治
時
代
）。
今
回
掲
載

し
た
柿
経
は
い
ず
れ
も
園
池
堆
積
土
中
か
ら
の
出
土
で
あ
る
。

第

一
六
次
調
査
で
は
園
池
西
岸
の
汀
の
調
査
を
実
施
し
、
三
期
の
池
底
の
状

況
、
汀
線
の
よ
う
す
な
ど
を
確
認
し
た
。
柿
経
は
園
池
三
期
堆
積
土
中
か
ら
出

土
し
、
そ
の
ほ
か
瓦
や
か
わ
ら
け
、
仏
像
の
光
背
状
の
木
製
品
な
ど
が
出
土
し

て
い
る
。

記
念
物
保
存
修
理
事
業
第

一
年
次
で
は
第

一
六
次
調
査
区
と
同
じ
園
池
西
岸

の
汀
の
調
査
を
行
な
い
、
汀
の
入
り
組
ん
だ
状
況
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。
柿
経

は
第

一
六
次
調
査
区
同
様
、
園
池
三
期
堆
積
土
中
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
そ
の

ほ
か
漆
塗
椀
や
か
わ
ら
け
、
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

記
念
物
保
存
修
理
事
業
第
二
年
次
で
は
園
池
岬
の
調
査
な
ど
を
実
施
し
た
。

園
池
二
期
及
び
ョ
期
岬
に
お
い
て
、
汀
の
盛
り
直
し
や
細
か
い
修
築
が
行
な
わ



れ
、
小
画
期
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
三
期
岬
は
汀
斜
面
に
チ
ヤ
ー

ト
の
割
石
を
張

っ
た
時
期

全
二
十

一
期
）、
汀
に
砂
が
敷
か
れ
た
時
期

全
二
十
二

期
）
に
分
け
ら
れ
、
三
十
二
期
以
降
の
堆
積
土
中
か
ら
片
面
に
梵
字
で
寺

公

ン
）
と
墨
書
さ
れ
た
柿
経
が
出
土
し
た
。

な
お
、
第

一
六
次
調
査
で
は
約
二
〇
〇
点
、
記
念
物
録
存
修
理
事
業
第

一
年

次

。
同
第
二
年
次
で
は
そ
れ
ぞ
れ
約

一
〇
〇
点
の
柿
経
が
出
土
し
て
い
る
が
、

現
在
整
理
中
で
あ
り
、
代
表
的
な
も
の
の
み
を
紹
介
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
本
遺
跡
の
園
池
か
ら
出
土
し
た
柿
経
は
三
二
〇
〇
点
以

上
に
及
ぶ
。
そ
の
う
ち
、
第
二
次
調
査
で
出
土
し
た
柿
経
は
、
『妙
法
蓮
華

経
』
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
写
経
の
形
態
は
、
基
本
的
に
柿
経
二
〇
本
を

一
単
位
と
し
、
右
か
ら
写
経
し
、
裏
に
か
え
し
て
左
か
ら
続
け
て
写
経
す
る
行

為
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
た
だ
し
各
巻
が
終
了
す
る
所
で
は
こ
の
原
則
が
く
ず

れ
、
八
巻
最
後
の
部
分
に
お
い
て
は

「妙
法
蓮
華
経
巻
人
終
」
と
書
き
、
そ
の

後
二
布
は

「溌
護
持
正
法
…
」
「慶
安
人
招
写
…
」
と
経
典
で
は
な
い
文
章
が

書
か
れ
、
そ
の
後

「南
無
阿
弥
陀
仏
」
を

一
〇
回
書
い
て
写
経
を
終
了
し
て
い

る

（足
利
市
教
育
委
員
会

『法
界
寺
跡
発
掘
調
査
概
要
』

一
九
九
五
年
。
本
誌
第
八
号
）。

今
回
掲
載
す
る

一
ω
②
と
二
ω
ｌ
Ｏ
は
、
第
二
次
調
査
で
出
土
し
た
柿
経
と
同

じ
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
三
①
②
は
形
状
を
異
に
す
る
こ
と

か
ら
、
性
格
も
異
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

一　
第

一
六
次
調
査

①
　
。
□
歓
喜
遍
満
其
身
益

・
諸
天
龍
神
夜
叉
乾
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（ふωＩ
Ｐ反
寵

ｏ解

②
　
。
「未
曽
有
所
以
者
何
我
昔
従
仏
聞
如
是
法
見
諸
　
　
　
」

名
亦
以
諸
方
便
演
説
如
是
法
如
今
者
世
尊
従
生
及
出
家
」

］
］
〇
×
Φ
×
ｏ
］
　
Ｏ
Ｐ
Ｐ

ω
は
上
下
部
と
も
に
欠
失
。
両
面
に

『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
七
嘱
類
品
第
二

十
二
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
②
は
完
形
品
で
上
部
は
山
形
を
し
て
い
る
。

両
面
に

『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
二
警
喩
品
第
三
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

一
一　
記
念
物
保
存
修
理
事
業
第

一
年
次

ω
　
。
「多
羅
三
貌
三
菩
提
如
来
之
慧
仏
告
諸
比

名
深
入
衆
生
之
性
知
其
志
楽
小
法
深
著
五
欲
命
ｏ
じ

×
〓

×
９
］

ｏ
Ｐ
ｏ

②
　
・
菓
各
異
　
仏
以
此
喩
　
方
便
開
示
」

。
十
二
小
劫
正
法
住
世
二
十
小
劫
　
」
　

　

（牌２
溢
反
罵

ｏ壱

０
　
・
満
世
間

一
味
之
法
随
力
修
行

・
偏
知
明
行
足
善
逝
世
間
解
　
　
　
　
　
　
（こ
溢
援
罵

Φ盟

122



二 (2)

― (1)

に

は

医

∈

≧

至

藤

三の柿経の一例

123



④
　
・
由
句
華
供
養
己

。
十
方
諸
衆
生
普
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（も

登
寝
記

ｏ解

働
　
。
「何
若
声
聞
辟
支
仏
及
諸
菩
薩
能
信

。
「
五
百
由
旬
険
難
悪
道
暖
絶
無
人
怖
畏
　
　
（じ

る
援
罵

ｏ‘

⑥
　
。
「薩
所
説
経
法
受
持
不
毀
者
是
人
皆
当
得

Ｌ
是
等
故
説
施
涅
槃
是
人
若
聞
則
便
信
受
　
（Ｐ已

溢
援
罵

ｏ解

い
の
上
部
は
山
形
を
し
、
下
部
は
欠
失
。
両
面
に

「妙
法
連
華
経
』
巻
第
三

化
城
喩
品
第
七
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
②
は
上
部
が
欠
失
、
下
部
の
状

態
は
良
好
で
あ
る
。
表
面
に

『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
三
薬
草
喩
品
第
五
の
経
文

を
、
裏
面
に
同
巻
授
記
品
第
六
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
①
は
上
下
部
と

も
欠
失
。
表
面
に

『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
三
薬
草
喩
品
第
五
の
経
文
を
、
裏
面

に
同
巻
授
記
品
第
六
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
④
は
上
下
部
と
も
に
欠
失
。

両
面
に

『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
三
化
城
喩
品
第
七
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

⑤
は
上
部
を
山
形
に
削
り
、
下
部
は
欠
失
。
両
面
に

『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
三

化
城
喩
品
第
七
の
経
文
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。
⑥
は
上
部
を
山
形
に
削
り
、
下

部
は
欠
失
。
両
面
に

『妙
法
蓮
華
経
』
巻
第
三
化
城
喩
品
第
七
の
経
文
が
書
写

さ
れ
て
い
る
。
『錢
阿
寺
樺
崎
寺
縁
起
井
仏
事
次
第
』
に
は
下
御
堂
法
界
寺
に

大
日
如
来
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
の
記
載
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
柿
経
は
、
こ
の
大

日
如
来
へ
の
信
仰
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〓
一　
記
念
物
保
存
修
理
事
業
第
二
年
次

い
Ｗ
　
　
　
　
　
「
礫
“
一
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｏ
∞
〉，
Ｐ
∞
〉〈
〇
］
　
Ｏ
μ
Ｐ

い〕　　　　　「味， 一」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＰＯい〉〈Ｐ∞〉〈〇
］　
〇解Ｐ

①
②
は
完
形
品
で
、
と
も
に
上
部
が
山
形
に
削
ら
れ
て
い
る
。
片
面
の
上
部

に
梵
字
で
１

（バ
ン
・
大
日
如
来
）
と

一
字
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
柿
経
は
長
さ

一
〇
伽
程
度
で
、
こ
れ
ま
で
本
遺
跡
で
出
上
し
て
い

る
長
さ
三
二
銀
程
度
、
両
面
に
法
華
経
が
写
経
さ
れ
た
柿
経
と
は
形
状
を
異
に

し
、
性
格
も
異
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
状
況
か
ら
は
法
華
経
を
両
面

に
写
経
し
た
柿
経
よ
り
新
し
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

９
　
関
係
文
献

足
利
市
教
育
委
員
会

『平
成

一
一
年
度
文
化
財
保
護
年
報
』
盆

九
九
九
年
）

同

『平
成

一
三
年
度
文
化
財
保
護
年
報
』
全
一〇
〇
一
年
）

（板
橋
　
稔
）




